
バイオセーフティ管理室

１６. バイオセーフティ管理室

室長 棚林 清

概 要

バイオセーフティ管理室は、感染研全体の病原体等の安

全な取り扱いに関する管理業務 (講習や BSL2 実験室安全

キャビネット等の機器定期点検プログラム等の立案と実施、

病原体等の取扱い者の健康管理や血清保存等) 、また、病

原体等の取扱届・申請や受入・分与等に関わる業務、およ

び戸山・村山庁舎およびハンセン病研究センターに設置の

封じ込め実験室（BSL3）および BSL4 実験室を含む高度封

じ込め施設等の管理・運営を担っている。病原体等の安全

管理に関わるバイオセーフティ・バイオセキュリティかかわる

研究および教育・訓練･研修並びに情報収集・提供を行って

いる。

病原体等取扱者への教育訓練として、新規に取扱う者に

対しては年間スケジュールに従い 2 ヶ月毎のバイオリスク管

理講習会と臨時の講習会を実施した。講義に加えて手袋・マ

スク等の個人防護具の着脱方法や手洗い方法についての

デモンストレーションと実技を実施した。また、感染症法にお

ける特定一・二種病原体等取扱者および家畜伝染病予防法

に基づく家畜伝染病病原体取扱者を対象とした病原体管理

に関する講習会を実施した。新規の BSL3 実験室利用者へ

の利用者講習を随時実施した。

感染研３庁舎の封じ込め実験室の日常の維持管理および

施設整備の年次総合点検を実施した。BSL4 実験室を備え

る村山庁舎高度封じ込め施設については、エボラ出血熱な

どの一類感染症などの病原体等の確実な検査実施のために

特定一種病原体等所持施設として指定されている。

バイオリスク管理に関する研究業務としては、封じ込め施

設における管理運営、世界的ポリオ根絶段階におけるウイル

ス保管施設のバイオリスク管理の標準化推進するための研

究、バイオハザード対策用の防護服関する研究、病原体等

の一括管理システムの研究、ウイルスの不活化方法の研究

を行った。またジカウイルスや SFTS ウイルス、ノロウイルス等、

レジオネラ菌、コリネバクテリウム、結核菌ワクチン等の研究を

行った。

厚労省主催の病原体の包装・輸送の研修会や特定病原

体等の輸送研修会などにおいて講義や実習に継続して協

力し、病原体輸送の安全確保のための普及を図っている。ま

た、感染研へ送付される研究材料についても同等の対応を

することとしており、送付元機関の包装責任者への資料提供

や確認を行った。さらに、所内においてもバイオリスク管理講

習会や各種研修会において病原体等の梱包・輸送について

説明をおこない徹底をはかった。

また、日本バイオセーフティ学会等に参加し、研究成果を

発表するとともにバイオリスク管理についての情報の収集を

行った。

感染研各庁舎で開催されている連絡協議会での説明を行

うとともに、視察や見学者への説明や案内を行った。また、戸

山・村山庁舎で開催された一般公開においてバイオセーフ

ティに関わる企画に参加した。

業 績

調査・研究

I. バイオリスク管理に関する研究

1. 厚生労働科学研究(新興・再興感染症及び予防接種政

策推進研究事業/サーベイランスの機能強化に資する病原

体の適切な管理と検査体制に関する研究)にて、BSL-４施設

の管理者向けに既存のSOPを改訂し、それぞれの業務実施

状況が記録として残る様式とすることとした。また、作成され

たBSL-4施設の管理者向けSOPをもとにBSL-3施設における

管理者向けSOPの改訂を実施している。さらに改訂された

BSL-3施設のSOPから管理、運用に必要な要素を公開するこ

とで国内各所に存在するBSL-3施設におけるSOP作成に資

すると考えられる。

［河合康洋、棚林清］

2. ポリオウイルスの病原体バイオリスク管理の標準化等を推

進するための研究

世界的ポリオ根絶最終段階では、ポリオウイルスのバイオ

リスク管理の徹底が求められている。さらに、ポリオウイルスの

伝播するリスクを最小限にするために感染性ポリオウイルス

が含まれる可能性のある検体（Potentially infectious 

materials, PIM）についても適正な管理が求められる。公開さ

れたWHOのPIMガイダンスでは、ポリオウイルス以外の検査

などのために収集された糞便や呼吸器検体、濃縮下水検体

も含まれており採取時期や場所・保存状況により対象となる

ことから、保有状況の調査に当たり質問票による小規模での

協力依頼を行ったところ、対象となる検体や記入方法が、提
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供する情報がわかりにくいとの意見があり、さらに説明や調査

票の改良を検討する必要がある。

［棚林清、伊木繁雄、河合康洋、原田俊彦、篠原克明］

3. バイオハザード対策専用防護服の防護性能に関する調

査・研究

バイオハザード対策専用防護服の性能試験方法や国際

規格などについて、継続的に国内外の情報収集（規格、文

献、関連国際会議など）を行い、ISO規格やJIS規格の改訂

や制定に反映している。高病原性病原体施設などの特殊環

境下で使用するための防護服の要求性能や使用上の改良

点などについて検討を行っている。

［篠原克明］

4. バイオセキュリティに関する一括管理システムの検討

病原体の登録、保管、輸送、廃棄における一括管理システ

ムの性能や実使用に関する国内外の関連情報の収集を行

い、それらの結果を基に、一括管理システムの改良を行って

いる。

［篠原克明］

5．臨床検体中の病原体不活化条件の検討

感染症の患者から採取された臨床検体は検査の前に病

原体を不活化する必要があるが、その後の検査に影響を及

ぼさないような手段で行わなければならない。

これまで患者血清の抗体価の測定を念頭に重症熱性血小

板減少症 (SFTS) ウイルスに関して、熱またはUVによる不

活化条件の検討を行い、その条件を決定した。そこで実際に

ウイルスが検出された急性期のSFTS患者血清を用い、熱と

UVを単独または組み合わせたいくつかの条件で処理を行っ

たところ、60度30分及びUV照射10分の組み合わせで感染

性ウイルスは検出されないことを確認できた。加えて抗体陽

性の回復期のSFTS患者血清を同条件で処理し、ELISA法

で抗体価を測定したところ、未処理の吸光度を100%とした時、

60度30分及びUV照射10分のものは80%以上を維持しており、

検査にはほとんど影響を与えない処理方法であることが確認

された。したがってSFTS患者血清の不活化処理は60度30分

及びUV照射10分の組み合わせが推奨された。

［原田俊彦、福士秀悦 (ウイルス第一部)］

6. 高圧蒸気滅菌装置による実験動物の滅菌条件に関する

検討

カニクイザル3頭の体内外に各種インジケーター及び温度

ロガーを設置し、バイオハザード用両面型高圧蒸気滅菌装

置にて60～120分の滅菌処理を行い検証した。その結果、

120分処理であっても重なり具合など被滅菌物の状態によっ

てはインジケーター（芽胞）中の耐熱因子の一部が活性を維

持していることが推測された。これは動物体内への熱伝導の

難しさとわずかな環境変化により滅菌が不十分となる可能性

を示唆している。滅菌対象物は動物であることから、毎回同

じ状態をつくり出すことも温度斑を防ぐことも困難である。した

がって、状態に左右されにくい滅菌条件のさらなる模索が必

要と考えられた。

［伊木繁雄、原田俊彦、山本明彦］

７． 高病原性病原体取扱いおけるバイオリスク管理システム

の向上に関する研究

(1) 封じ込め施設における施設・設備の封じ込めに係る評

価・検証方法の開発

封じ込め施設・設備の必須要件とされる『室圧制御 (気流

制御)』や『気密性能』及びこれらの評価・検証方法に関して、

我が国において規格化されたものが無い。本研究ではこれら

の性能の評価・検証方法を検討し、また室圧・気流安定化の

具体的な手法の検討を行うことを目的とした。まず、情報収

集として各国のガイドライン等を収集し整理を行った。特に実

験室の気密性試験方法についての特徴をまとめることができ

た。また、気流制御の評価方法の検討として、PIV（Particle 

Image Velocimetry ：粒子画像流速測定法）にて気流の可視

化を試み、気流の流れを測定することができた。今後は本方

法を用いて漏洩防止対策手法の評価やトレーサー粒子を用

いて実際に扉開閉時に持ち出されるエアロゾルの量を評価

する予定である。

［原田俊彦、河合康洋、篠原克明、福士秀悦 (ウイルス第一

部)］

(2) 封じ込め施設における施設・設備の除染に係る評価・検

証方法の開発

現在、実験室内の除染のほとんどがホルムアルデヒドガス

燻蒸で行われているが、ホルムアルデヒドには発がん性があ

り、また近年、他の薬剤を用いた新たな除染方法が提案され

ていることから、ホルムアルデヒドガス燻蒸に代わる方法を検

討した。各種薬剤の拡散性、浸透性等の性質を比較・検討し

た結果、二酸化塩素ガス燻蒸が第一候補と考えられた。そこ

で実際のBSL3実験室にて試験的に燻蒸を実施した。しかし

燻蒸中、実験室内に白煙が発生したため、燻蒸を中止した。

後日、実験室内を調査したところ室内設備のメッキ部分に錆

が発生しており、ガスによる腐食によるものと考えられた。二

酸化塩素ガス燻蒸システム業者への聞き取り調査の結果、

二酸化塩素は光と反応して腐食性のある物質となることが分

かった。今後は白煙を発生させない燻蒸方法及び煙感知器

への対応方法を検討し、再度試験燻蒸を行う予定である。

［原田俊彦、河合康洋、篠原克明、福士秀悦 (ウイルス第一

部)］

(3) 実験動物サル感染実験を行う施設・設備に係る要件と検

証手法の検討

1. 実験動物サル感染実験におけるリスク（サル特異的要
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件、人獣共通感染症、作業に伴う曝露など）の調査と評価並

びにリスク評価に基づいた安全操作手順の策定

実験動物サル感染実験におけるリスクを調査するため、実際

にサル感染実験を行っている研究機関に調査と評価を行い、

大まかなリスクの把握を行った。また、得られた情報を元によ

り詳細なリスクを調査し、評価するためのアンケート案を作成

した。今後、アンケートを用いてサル感染実験を実施してい

る研究機関へ詳細なリスクの調査と評価を実施し、リスク評価

に基づいた安全操作手順の策定を行う予定である。

2.サル感染実験に必要な機材や封じ込め装置の要件と有

用性並びに性能評価方法などの策定

サル感染実験に必要な機材や封じ込め装置の要件を調査

するため、現行でサル等の解剖に用いられている両面開き

解剖台、および再生医療用途向けのプッシュプル式作業ブ

ースの性能を確認した。その結果、両面開き解剖台について

は使用条件を限定すれば安全キャビネット同等の性能(全面

開口部風速を基準とした際)を有していることが明らかとなっ

た。一方、プッシュプル式作業ブースについては、現時点で

は安全キャビネット同等の性能は有していなかったが、個人

防護着とあわせた運用方法にて利用可能である事が明らか

となった。今後、実際の解剖作業を模擬的に再現し、解剖時

の前述の機器の封じ込め装置の有用性、性能評価方法を検

討する予定である。

［河合康洋、原田俊彦、篠原克明、福士秀悦 (ウイルス第一

部)］

II. その他の研究

1. 食品媒介および介在性ウイルスの不活性化効果評価法

ガイドライン策定にかかる研究

評価系の整備に当たり、必要なウイルスおよび細胞株につ

いて再検証をしたところ、市販のRD細胞ではCA6 (Gdula株)

に対し非常に感度が低く評価に適さないことが判明した。ま

た3年のCA6国内分離株について性状比較を行った。RD細

胞に関しては、現在CA6を用いた高感受性クローンの樹立を

試みている。

［高木弘隆、上間匡(国立医薬食研)、斎藤博之(秋田県保健

環境センター)］

2. ヒトパレコウイルス(hPeV)の新たな細胞培養法に関する研

究

下痢症便検体の培養スクリーニング時に、目的とは異なる

顕著なCPEが確認され、解析の結果hPeV-3と判明した。当該

ウイルスは、国内分離報告は多いが、分離培養系に恵まれ

ていなかったものであり、今回の手法をあらためて検証したと

ころ、ウイルス増殖性および検出感度において、郡を抜くもの

であった。また本手法によりhPeV-3の性状解析を試みたとこ

ろ、pH11.5で3時間以上感染価がほとんど減衰しないことが

示された

［高木弘隆、岡智一郎(ウ2)、斎藤博之(秋田県保健環境セン

ター)］

3. ヒトサポウイルス(hSaV)・ヒトノロウイルス(hNoV)の培養手

法に関する研究

hSaVについては、汎用細胞株から高感受性細胞の選定、

およびサプリメントの選定により、2つの遺伝子型にてウイルス

RNAを約10^8copies/0.1mlまで増殖させ、精製培養上清より

virionを捕捉した。しかしながら遺伝子型によりサプリメント要

求性や前処理の必要性が示唆されており、今後も検討が必

要である。hNoVについてはGI型についてはサブタイプにより

増殖性が異なり、またGII型についてはその一部で前処理に

より、ウイルスRNAシグナルの増加が認められるものが確認さ

れた。

［高木弘隆、岡智一郎(ウ2)、野田衛(国立医薬食研)、他自

治体衛生研究所・センター］

4. 生活排水からの下痢症関連ウイルス検出と培養細胞によ

る分離に関する研究

生活排水中のウイルス検出・調査はこれまでも多く取りあげ

てこられたが、従来盛んに実施されている遺伝子検査に加え、

細胞培養法を組み入れ、増殖能を有したウイルスの分離を

試みている。またヒトサポウイルスについては4つの遺伝子群

(GI、GII、GIV、GV)別の検出系を用いることにより、同時期

に多様な遺伝子群が推移していることが明らかになった。そ

して遺伝子検査で不検出となったヒトパレコウイルスが、高感

度な新規培養法により検出された。

［高木弘隆、岡智一郎(ウ2)、宮城県保健環境センター) ］

5. 海水中からのウイルス回収に関する研究

海水(貝類養殖海域などを想定)におけるウイルス回収には

従来の陰荷電膜法では芳しくなく、また専用の装置が必要な

ことからも汎用性にかけるものであった。そこでより簡便・低コ

ストな手法として樹脂(レジン)による海水中のウイルス吸着お

よび回収を検討した。5-6種類の樹脂を用いて、滅菌人工海

水中のFeline calicivirusの吸着率をみたところ、うち1つで

70%以上の吸着を示すものが認められた。

［高木弘隆、野田衛(国立医薬食研)］

6. レジオネラ属菌検査精度管理サーベイと推奨検査法の提

示    

厚労科研レジオネラ研究班のサポートのもと、日水製薬株

式会社を実施母体としたレジオネラ属菌検査精度管理サー

ベイが2015年度から行われている。2018年度も実施され、全

国148の検査機関が参加した。レジオネラ研究班への協力機

関として参加した地方衛生研究所等70機関については、独

自に集計・解析を実施した。本外部精度管理サーベイは、検

査手技の安定性を確認し、不安定な機関へ検査手技の検
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証を促すことができる方法であり、今後も、継続的な外部精

度管理サーベイができるよう、引き続き実施主体となる民間

会社との連携が必要である。また、昨年度改訂されたISOと

の調整を図った「浴槽水に関するレジオネラ属菌検出のため

の検査方法」を「公衆浴場における衛生等管理要領」内の推

奨検査法として提示した。

［森本洋、小川恵子、三津橋和也（北海道衛研）；磯部順子、

金谷潤一（富山衛研）；黒木俊郎（岡山理科大学）；大屋日登

美（神奈川衛研）；佐々木麻里（大分県衛環研）、緒方喜久

代（大分県薬剤師会検査セ）、田中忍、中西典子（神戸市環

保研）、千田恭子（仙台市衛研）、田栗利紹（長崎県環保研）、

平塚貴大（広島県総技研保健環境セ）、武藤千恵子（東京

都健安研）、山口友美（宮城県保環セ）、吉野修司（宮崎県

衛環研）、倉文明（バイオ）、前川純子］

7. 2008年から2016年に患者から分離されたレジオネラ属菌

レジオネラ・レファレンスセンターでは、７集団感染事例を

含む427株のレジオネラ属菌を型別した。その内419株が

Legionella pneumophilaで、372株がL. pneumophila血清群１

であった。L. pneumophilaをsequence-based typingすると187

の遺伝子型（ST）となり多様で、内126のSTは単一株であっ

た。Minimum spanning tree解析で18のグループに分かれた。

主要なSTは、ST23、ST 120、ST138であった。ST138は日本

固有で小規模の集団感染を起こし、81％は浴槽水により感

染していたと確定あるいは推定された。一方、ST23は31％、

ST 120は25％と、浴槽水により感染していたと確定あるいは

推定された％は低くかった。これらの結果は、あるSTがしばし

ば感染を引き起こし、また異なる生息環境に見いだされること

を示唆した。

［前川純子（細菌第一部）、倉文明、千田恭子（仙台市衛研）、

大屋日登美（神奈川衛研）；金谷潤一、磯部順子（富山衛

研）：田中忍（神戸市環保研）、中嶋洋（岡山県環境保健セ）、

平塚貴大（広島県総技研保健環境セ）、吉野修司（宮崎県

衛環研）；坂田美穂、村井美代（埼玉県立大・健康開発）；大

西 真（細菌第一部）、レジオネラ・ワーキンググループ］

8. カニクイザルでの結核ブースターワクチンの評価

結核菌が休眠期も含め常時発現する蛋白質「MDP1」と

CpGオリゴDNA「G9.1」をアジュバントに用いた新規ブースタ

ーワクチンのカニクイザルに対する抗結核効果を検討した。

無処置群、BCG単独接種群およびBCG+ブースターワクチン

接種群について、人型結核菌を経気道感染させ、3ヶ月後残

存菌数を比較した。また末梢血単核球および血清を定期的

に採取した。血清CRPは、感染一ヶ月後にどの群も最高値を

示した。またブースターワクチン皮内接種群は対照群に対し、

顕著な菌数低下が認められた。

［山﨑利雄、前山順一（血液・安全性研究部）、林大介、山本

十糸子、山本三郎、岡林佐知、向井徹（感染制御部）、網康

至（動物管理室）、小松崎克彦（予防衛生協会）］

9. モルモットでの結核ブースターワクチンの評価

抗酸菌由来組換えMDP1をブースター抗原、G9.1をアジュ

バントとする新規ブースターワクチンを調製し、その有効性を

モルモットによる結核菌噴霧感染系で確認した。肺内残存菌

を定量したところ、BCG-I(強反応性)接種群とBCG-II(弱反応

性)接種+ブースターワクチン皮内接種群は、コントロール群

に対し有意な菌数低下が認められた。本ブースターワクチン

は結核菌感染に対し有効な防御手段であることが示唆され

た。

［山﨑利雄、前山順一（血液・安全性研究部）林大介、山本

十糸子、山本三郎、岡林佐知、向井徹（感染制御部）、網康

至（動物管理室）]

10. 生息地域の異なるジカウイルスアジア型臨床分離株に

おける性状比較

ジカウイルス(ZIKV)は分子系統学的にアフリカ系統とアジ

ア系統に大別され、さらにアジア系統は3つの亜型（東南アジ

ア亜型、太平洋諸島亜型、アメリカ大陸亜型）に細分される。

アジア系統による近年の流行では、性感染や母子感染、そ

れに伴う胎児への先天性障害など、これまでに報告のなかっ

た特徴がみられているが、このことと亜型との関連性につい

ては不明である。本年度は、in vitroでの各亜型の臨床分離

株について増殖性・病原性解析を行い、株間でそれらの性

状を比較した。その結果、亜型間で増殖能に差があり、これ

らの差と精巣における損傷がパラレルであることから、精巣の

異常は各ウイルス間での増殖能の差によるものと考えられ、

ジカウイルスは、その生息域を拡大する過程で、増殖能が改

善された可能性が示唆された。

［河合康洋、中山絵里、加藤文博、谷口怜、前木孝洋、田島

茂、西條政幸、林昌宏(ウイルス第一部)］

11. 国産セアカゴケグモ抗毒素のGLP準拠の非臨床試験

抗毒素の品質管理及び抗毒素を使用した治療法に関す

る研究班で2015年度に製造した国産セアカゴケグモ抗毒素

について、承認薬としての申請に向けて一昨年度開始した

GLP準拠の非臨床試験の内、未実施の静脈内反復投与試

験(2)を実施し、安全性を確認した。この試験の結果をもって

非臨床試験は終了した。

［山本明彦、高橋元秀、堺淳、一二三亨］

12. コリネバクテリウム・ウルセラン（Corynebacetrium ulcerans）

のリスク評価に関する研究（２）

Corynebacetrium ulceransは、ジフテリア類似の症状を呈す

る人獣共通感染症の原因菌であり、ジフテリアの報告例がな

くなった2001年以降、35例を数えている。感染経路としてイヌ，

ネコが疑われるが野生動物からも菌が分離されるため、伝播
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経路の解明が課題である。2018年度の患者発生数は7症例

で、呼吸器症状が5例、2例が大腿部の膿瘍であった。患者

家族に感染は認められなかったことから、ジフテリアに比較し

て感染力は強いものではなかった。患者は猫を複数匹飼育

している場合が多く、検査が可能であった飼育猫からも本菌

が分離された。

［岩城正昭(細菌第二部)、山本明彦］

13. SFTS不活化ワクチン開発のためのウイルス大量培養及

び精製方法の検討

SFTSは致死率の高い感染症であるが、ワクチンはまだ開発

されていない。そこで本研究では不活化ウイルスを用いたワ

クチンの開発を目標とし、そのためにまず抗原となるウイルス

の大量培養及びその精製方法について検討を行った。精製

のための超遠心の条件検討をまずSFTSウイルスのウイルス

様粒子 (VLP) を用いて行った。ショ糖またはOptiPrepを用

いたクッション法でVLPを分離し、ELISAで各分画の蛋白質

量の比較、及び電子顕微鏡によるVLP形状の比較を行った。

今後はこれらの結果を元に実際にSFTSウイルスを用いて条

件検討を行う予定である。

［原田俊彦、吉河智城 (ウイルス第一部)］

国際協力関係業務

1. ベトナム国・感染症の予防・対応能力向上のための実験

室の機能及び連携強化プロジェクト

JICA の国際技術協力の一環として、ベトナム社会主義国

の感染症の予防・対応能力向上のための実験室の機能及

び連携強化プロジェクトに短期専門家として参加し、ホーチミ

ンパスツール研究所 (PIHCMC) を訪れた。PIHCMC での

新規 BSL3 実験室建設に関して現地調査を行い、また

PIHCMC に対して実験室レイアウトや廃水処理設備に関す

る意見を述べた。

また同プロジェクトの一環として、PIHCMC の新規 BSL3 実

験室のバイオセーフティ管理者候補が本邦研修のため来日

した。約 1か月間にわたり候補者に対してバイオセーフティの

考え方、実験室設備等の講義、実験室の見学、協力専門業

者の訪問等を行った。

［河合康洋、原田俊彦、篠原克明］

研修業務

1. バイオリスク管理講習会

バイオリスク管理講習会は、新規の病原体等取扱者を対

象として 2 ヶ月毎に開催し、バイオリスク管理委員長（森川茂

獣医科学部長）より、バイオリスク管理の考え方についての講

義、管理室長は安全管理規程等の規則について、また、管

理室員がバイオセーフティの実践についての講義および個

人防護具（PPE）の脱着の仕方や手洗い方法についてデモ

ンストレーションと実習を実施した（表 1）。今年度は、臨時の

講習を含めて 143 名の受講者があった(表２)。また、外国人

を対象としたバイオリスク管理講習会は随時行い、12 回開催

し 20 名の受講者があった(表 3)。継続して病原体等の取り扱

いを行う者を対象とした講習は 2 年毎に実施しており、次年

度開催予定である。

表 1 バイオリスク管理講習会内容、講師

講演内容 講師

基本的なバイオリスクの考え方
森川茂

(獣医科学部)

病原体安全管理規程及び規則等、

実験室安全管理の実際
棚林清

組換え DNA 実験のすすめ方の基

本

俣野哲朗(エイズ研

究センター)

リスク評価 篠原克明

バイオセーフティの実践

(病原体等安全取扱の基本)
山崎利雄

PPE
(デモンストレーション) 他

原田、河合、山崎

バイオセーフティの実践

(安全キャビネットの使い方)
伊木繁雄

バイオセーフティの実践

(病原体等の輸送について)
原田俊彦

バイオセーフティの実践

(消毒・不活性化の実践)
高木弘隆

表 2 平成 30 年度新規取扱者対象講習会受講者数

実施月日 新規受講者数*

4 月 9 日 46

6 月 15 日 28

7 月 25 日 2

8 月 7 日 25

10 月 15 日 14

12 月 10 日 8

2 月 5 日 18

計 141

表 3 平成 30 年度 外国人対象講習会受講者数

実施日 受講者数

4 月 6 日 1

4 月 18 日 2

5 月 29 日 5

8 月 17 日 2

10 月 2 日 1
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10 月 12 日 1

10 月 18 日 1

10 月 25 日 1

12 月 3 日 1

1 月 15 日 1

2 月 8 日 2

3 月 4 日 2

計 20

2. 特定病原体等および家畜伝染病病原体等取扱者講習

会

感染症法における特定一種および二種病原体等の病原

体等取扱者を対象として特定病原体等の取扱いに関する規

則や病原体の特徴、運搬方法および立入検査の内容等に

ついて講習会を実施した。また、家畜伝染病予防法における

家畜伝染病病原体取扱者を対象に病原体の所持規制等に

関する講習会を併せて実施した。

［棚林清］

3. 特別管理区域講習会

戸山庁舎、村山庁舎およびハンセン病研究センター各庁

舎で施設の保守管理や警備の担当者を対象にして、バイオ

セーフティ・バイオセキュリティや緊急時の対応等についての

講習・実習を実施した。

［棚林清］

4. 各種所内での研修での講義・実習

感染研が受け入れている研修生等に対し、バイオリスク管

理について講義や実習を行った。

(1) エイズ国際研修（ JICA Training Course ：Laboratory 

Techniques for Diagnosis and Monitoring of HIV Infection）

アジア・アフリカ・中米からの研修生（8 名）に対し、バイオセ

ーフティ・バイオセキュリティについての基本の講義及び生物

学用安全キャビネットの適正な使用方法についての実習指

導を行った。

［伊木繁雄、村上務(エイズ)、棚林清］

(2) 第 40 回ハンセン病医学夏期大学講座

バイオセーフティとバイオセキュリティについての講義を行

った。［棚林清］

(3)ポリオ及び麻疹・風疹を含むワクチン予防可能疾患の世

界的制御のための実験室診断技術研修（ JICA Training 

Course）

アジア・アフリカからの研修生（10 名）に対し、バイオリスク管

理についての概論の講義及び実験室バイオリスク管理に関

するケーススタディ、生物学用安全キャビネットの正しい使用

方法及び病原体輸送についての実習指導を行った。

［伊木繁雄、棚林清、清水博之(ウイルス 2)］

(4) 感染症診断技術研修、その他の研修

都道府県地方衛生研究所職員などが参加する研修におい

て、バイオセーフティ・バイオセキュリティについての講義と安

全キャビネットの使い方及び病原体輸送に関する実技指導

を行った。その他、感染研で実施される短期の研修において

バイオリスク管理についての講習を行った。［伊木繁雄、棚林

清］

5.その他の研修

(1) 感染症発生動向調査においてゆうパックにより検体を送

付するための都道府県衛生所管部を対象とした研修会（厚

生労働省主催）において、病原体等の輸送時の梱包や表示

等についての実技指導を行った（計 4 回）。（厚生労働省主

催）

［伊木繁雄、原田俊彦、河合康洋、棚林清］

(2) 特定病原体等の運搬に関する講習会

病原体等の輸送時の梱包についての講義および緊急時対

応の実習指導を行った。（厚生労働省主催）

［伊木繁雄、棚林清］

(3) 希少感染症診断技術研修会、地方厚生局職員研修、感

染症検査技術研修会でのバイオリスク管理、輸送方法等に

関する講義や施設説明を行った。 [原田俊彦・棚林清] 

(4) 横浜検疫 BSL3 施設における緊急時対応訓練を視察

すると共に検査業務上のバイオリスク管理に関する運用面の

問題点に関する助言を行った。［棚林清］

(5) 東京理科大学病原性微生物等安全管理のための講習

会、平成 30 年度バイオセーフティ技術講習会 主任管理者

コース（バイオメディカルサイエンス研究会主催）、帝京大学、

医薬基盤研など依頼によりにおいて病原体取扱時のリスクと

対策や病原体等の輸送についての講義を行った。

［伊木繁雄・棚林清］

(6) 国立保健医療科学院平成 30 年度短期研修 新興再興

感染症技術研修「レジオネラ感染症概論」、受講生 21 人、

2018 年 10 月、東村山［倉文明］

(7) 日本環境衛生センター第１回保健所環境衛生監視員講

座「宿泊施設のレジオネラ対策」、受講生 30 人、2018 年 11

月、東京都［倉文明］

(8) 国立保健医療科学院平成 30 年度短期研修環境衛生監

視指導研修「レジオネラ属菌の検査と対策、-温泉入浴施設・

迅速検査・取組状況-」、受講生 39 人、2018 年 11 月、和光

市［倉文明］

(9)陸上自衛隊特殊武器衛生隊研修

検査業務に従事する隊員の検査室及び検査に使用する

モバイルラボにおける模擬検査を見学し、バイオリスク管理

上問題となる操作方法や器材整備状況につて改善策につ
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いて助言を行った。また安全キャビネットの適切な使用方法

に関する講義を別途実施した。

［伊木繁雄・高木弘隆］

安全管理、教育および情報提供等に関する業務

I. BSL3、4 実験室の管理・運営および利用状況

戸山、村山庁舎、およびハンセン病研究センターに設置さ

れている BSL3、４実験室の管理・運営を、各室員及び非常

勤職員で担当した。各庁舎実験室の日常の管理・運営、実

験室関連設備の点検、施設管理技術者との作業調整と監督、

施設の定期総合点検の計画立案と実施および実験室利用

者に対する講習等の教育指導、避難訓練等を行った。また、

施設技術者警備担当者に対する講習並びに施設入室者に

対する講習指導を行った。また、所全体のBSL2実験室設置

安全キャビネットの点検の調整確認を行った。

II. バイオセーフティ教育と情報提供

バイオセーフティ教育の一環として、行政機関、大学、

JICA 研修生、その他でバイオセーフティに関わる業務関係

者等を対象に講義を行った。外部機関から病原体等安全管

理規程等の問い合わせ、分与依頼、病原体のバイオセーフ

ティレベル分類や実験施設・設備、BSL2,BSL3 の管理運営

法、病原体の消毒方法およびバイオリスク管理等についての

問い合わせが寄せられ、これらの問い合わせについて情報

提供を行った。厚生労働省、人事院、財務省、自治体、大学

関係者及び大学生、高校生、外国人などの施設見学者に対

して説明およびバイオセーフティについての解説、手洗い体

験を行った。

［高木弘隆、篠原克明、山崎利雄、倉文明、伊木繁雄、原田

俊彦、河合康洋、棚林清］

III. 研究所一般公開

研の一般公開 (戸山庁舎: 平成 30 年 9 月 29 日、村山庁

舎: 平成 30 年 7 月 28 日) が開催され、バイオセーフティラ

ボ体験と手洗い実習の二つの企画を実施した。戸山庁舎で

のラボ体験では、バイオセーフティについての説明、PPE の

試着及び脱ぎ方の説明、実機を用いた安全キャビネットの機

能説明、簡易グローブボックスや安全キャビネットでの模擬

検査の体験、及びオートクレーブ及び BSL4 実験室模型の

展示などを行った。エアラインスーツ試着時に送風機でスー

ツ内に空気を送ることで実際の着用に近い状況を体験しても

らった。また専用のキットを用いた N95 マスクのフィットテスト

体験も行った。手洗い実習では蛍光性汚れモデルを手に塗

った後に手洗いを行ってもらい、最後に UV ランプ下で自分

の手洗いが十分できているかどうかを確認してもらった。

村山庁舎でも戸山と同様ラボ体験と手洗い実習の二つの

企画を実施した。夏休み期間ということで、小さな子供には子

供向け防災服 (つなぎ) を着てピペット操作を体験してもら

った。両庁舎とも多くの方に来場いただき、バイオセーフティ

の実際を体験してもらった。

［原田俊彦、伊木繁雄、高木弘隆、河合康洋、山本明彦、山

﨑利雄、棚林清、倉文明、広報委員会］

IV. 管理データベースシステムの改良とホームページ管理

病原体等の所持規制の対象である特定病原体等 (感染

症法)及び監視伝染病病原体 (家畜伝染病予防法) 、さら

に規制対象外の BSL3 病原体等体等と、それらの取扱者、

及び取扱実験室の相互関係を明示できるデータベースシス

テムの構築を行い運営している。ホームページ管理では、情

報の拡充を図り、各種情報のリニューアル、アップデートした

内容をよりわかりやすく掲載した。

［原田俊彦、河合康洋、棚林清］

V. 包装責任者、病原体等輸送品の確認業務

感染研へゆうパックを用いて発送される病原体等の発送元

の梱包担当者へ遵守事項等の確認を依頼し、確認の済んだ

者を感染研への梱包責任者とした。また、感染研から発送さ

れる病原体等の輸送品が、適切に梱包されているかチェック

シート等を用いた確認業務を行った。

［高木弘隆、伊木繁雄、原田俊彦、河合康洋、山崎利雄、山

本明彦、倉文明、棚林清］

Ⅵ. 精度管理事業

厚生労働省外部精度管理事業は、感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法律に基づき感染症の

患者の検体又は当確感染症の病原体の検査を行う施設に

おいて実施する検査に関して、外部精度管理を行い、調査

結果の評価・還元等を通じて制度管理の取り組みを促進し、

病原体等検査の信頼性を確保することを目的として行われ

ている。本年度は課題 1として麻しん・風しんウイルス(核酸)、

課題 2 として腸管出血性大腸菌を応募のあった検査施設へ

送付した。本事業では、検体の適切な輸送容器を選定する

とともに適切に梱包されているかをチェックシートを用いて確

認を行った。

[原田俊彦、河合康洋、棚林清]
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